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（一社）（一社）『『日本配線システム工業会日本配線システム工業会』』 概要概要

◆ 沿 革 1936年（昭和11年） 日本配線器具製造組合 発足
1954年（昭和29年） 任意団体として、日本配線器具工業会 創立
1993年（平成 5年） 社団法人として、設立
2012年（平成24年） 一般社団法人へ移行し、名称を「配線器具」から「配線システム」へ変更

◆ 会 員 会員数 ６１社 (正会員：５６社 賛助会員：５社)

◆ 会員の年間出荷金額 １０００億円
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『『住宅盤専門委員会住宅盤専門委員会』』 広報活動広報活動
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『『感震機能付分電盤住宅用分電盤感震機能付分電盤住宅用分電盤』』現在までの背景現在までの背景

背 景

1998年（H10） 6月

2003年（H15） 12月

1998年（H10） 9月

2001年（H13） 11月

2004年（H16） 4月

震災時の電気機器・装置や配線に関係した
出火を防止することを目的に、
『東京消防庁』から、
『技術基準の整備及び選定基準の明確化』
要請を受ける

『感震規定化検討会』を発足
技術基準の整備及び選定基準の明確化を図る
（東京消防庁・全関東電気工事協会・日本設備設計事務所協会

都市再生機構・東京電力）

『感震機能付住宅用分電盤ガイドライン』を制定

ガイドラインを基に
『（一社）日本配線システム工業会

感震機能付住宅用分電盤の規格』を制定

認定開始
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『『感震機能付分電盤住宅用分電盤感震機能付分電盤住宅用分電盤 JWDS0007JWDS0007--付付22』』

機 能
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『『感震機能付分電盤住宅用分電盤感震機能付分電盤住宅用分電盤 JWDS0007JWDS0007--付付22』』

主な性能

感震装置は、周期を『『0.30.3秒、秒、0.50.5秒及び秒及び0.70.7秒秒』』とし、
各周期ごとに加速度を『『250cm/s250cm/s²²(gal)(gal)』』で

水平（前後）方向、及び水平（左右）方向に加振したときに
1010秒以内に感震動作をすること。秒以内に感震動作をすること。

（１）動作性能

（２）不動作性能

① 周期を『『0.30.3秒、秒、0.50.5秒及び秒及び0.70.7秒秒』』とし、
各周期ごとに加速度を『80cm/s²(gal)』で

水平（前後）方向、及び水平（左右）方向に加振したときに
1010秒以内に感震動作をしないこと。秒以内に感震動作をしないこと。

② 周期を『『0.10.1秒秒』』とし、
加速度を『『250cm/s250cm/s²²(gal)(gal)』』で

水平（前後）方向、及び水平（左右）方向に加振したときに
感震動作をしないこと。感震動作をしないこと。
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『『住宅用分電盤住宅用分電盤』』認定制度認定制度

申請者

（一社）
日本配線システム
工業会

（一財）
電気安全
環境研究所

型式認定申請 受理・確認 受理・確認

認定試験実施

判 定認定審査委員会

認定証書発行

保留通知書発行

不合格通知書発行

認定品貼付

改善・改善報告書

改 善

○ 合 格

△ 保 留

× 不合格

※ 有効期限は３年

改善報告

再申請

※ 『JWDS0007
住宅用分電盤』

に基づき試験を行う。

スタンダード 高機能 （感震・避雷器・過電流警報）

（外部有識者で構成）
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感震ブレーカ等模擬試験感震ブレーカ等模擬試験 分電盤タイプ分電盤タイプ 実験概要実験概要

① 震度５強→３分後ＥＬＢ遮断（※）

② 震度５強→（3分以内に停電発生）→
（しばらく経って復電）→ＥＬＢ即遮断

③ （地震動が伝わる前に停電発生）
→震度５強→（しばらく経って復電）
→ＥＬＢ即遮断

① 震度５強→音声案内
→３分後ＥＬＢ遮断・保安灯点灯

② 震度５強→音声案内→リセット
→初期監視状態

音声ユニット

※ 模擬試験では、ソフト的に２０秒間として再現。

保安灯

※ ３分間の長さを体感してもらうため標準仕様通り。

１．『ＪＷＤＳ規格』基本性能確認

日東工業 製

２．『バリアフリー型』動作確認

パナソニック 製
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感震ブレーカ等模擬試験感震ブレーカ等模擬試験 分電盤タイプ分電盤タイプ 実験概要実験概要

① 震度５強→コンセント即遮断
→３分後ＥＬＢ遮断 （※）

① 震度５強→３分後ＥＬＢ遮断 （※）

電源線

擬似漏電線

３．『総合タイプ』動作提案

河村電器産業 製

４．『増設型』動作確認

テンパール 製

※ 模擬試験では、ソフト的に２０秒間として再現。 ※ 模擬試験では、ソフト的に２０秒間として再現。


